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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
５
年
度

第
１
回
東
法
連

理
事
会
が
５
月

23
日
、
全
法
連

会
館
で
開
催
さ

れ
、
東
法
連
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、

決
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

事
業
報
告
で
は
、
東
法
連
が
４
年
度
に

行
っ
た
租
税
教
育
な
ど
の
税
関
連
事
業
を

は
じ
め
、
組
織
、
共
益
・
研
修
関
連
、
広

報
、
厚
生
、
公
益
、
女
性
、
青
年
部
会
な

ど
の
事
業
が
報
告
さ
れ
た
。

東
法
連
の
会
員
数
は
約
11
万
３
千
社

税
関
連
で
は
、
昨
年
10
月
に
48
単
位
会

参
画
に
よ
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
１
５
０

３
件
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
３
月
に
開
催
し
た

税
制
講
演
会
で
は
、
元
国
税
庁
長
官
中
原

広
氏
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

組
織
関
連
で
は
、
会
員
増
強
に
お
い
て
、

令
和
５
年
３
月
末
の
会
員
数
が
約
11
万
３

千
社
と
、
昨
年
と
比
較
し
約
２
千
１
百
社

の
減
少
と
な
っ
た
。
前
年
度
の
減
少
は
約

２
千
８
百
社
で
あ
り
、
減
少
幅
は
縮
小
し

て
い
る
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
し
新
規

入
会
数
が
３
３
４
６
社
（
前
年
度
は
２
８

６
５
社
）
と
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻

り
つ
つ
あ
る
（
令
和
元
年
度
の
新
規
入
会

数
は
３
４
２
８
社
）。
退
会
理
由
に
つ
い

て
は
、
休
業
・
廃
業
が
最
も
多
い
が
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
１
７
２
３
社
と
や
や

減
少
し
て
い
る
（
令

和
３
年
度
は
１
７
９

７
社
）。
ま
た
、
一

昨
年
度
増
加
し
た
営

業
不
振
に
つ
い
て
も

６
９
０
社
と
昨
年
度

に
引
き
続
き
減
少
し

て
い
る
（
令
和
２
年

度
１
０
４
６
社
、
３

年
度
８
１
８
社
）。

広
報
関
連
で
は
、

Ｊ
Ｒ
、
都
営
地
下
鉄
で
の
電
車
内
広
告
、

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
で
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東

京
に
お
け
る
租
税
教
育
事
業
が
数
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
東

法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

対
応
に
し
見
や
す
く
し
た
こ
と
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。

厚
生
関
連
で
は
、「
福
利
厚
生
制
度
創

設
50
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
令
和
４
年

度
（
５
年
３
月
末
）
の
達
成
率
が
東
法
連

ベ
ー
ス
で
１
０
１
・
２
％
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
た
。
41
県
連
中
目
標
達
成
は
14
県

連
で
、
全
法
連
ベ
ー
ス
で
は
96
・
４
％
の

達
成
率
で
あ
っ
た
。

公
益
関
連
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
報

告
書
の
提
出
状
況
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
結
果
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き

事
業
収
益
費
用
と
も
に
増
加
に

決
算
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、

東
法
連
の
事
業
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
益
、
費
用
と

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
事
業
収
益
は
約
２

８
９
万
円
の
増
加
、
事
業
費
に
つ
い
て
は

約
７
８
４
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
正
味
財
産
期
末
残
高
は
約
３
億

１
千
９
百
万
円
と
な
っ
た
。

東
法
連
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
決
算
を
承
認

コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
各
種
事
業

東
法
連
理
事
会

令和４年度事業報告・決算を承認する理事会

あいさつする
小林栄三会長
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

令
和
４
年
度
第

３
回
組
織
委
員
会

（
齊
藤
政
二
委
員

長
・
大
森
法
人
会

会
長
）
が
、
３
月

８
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
５

年
度
組
織
関
連
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

事
業
計
画
で
は
、「
組
織
・
厚
生
合
同
委

員
会
の
開
催
な
ど
厚
生
共
益
事
業
委
員
会
と

の
連
携
を
は
じ
め
他
の
委
員
会
と
も
会
員
増

強
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
各
種
施
策
の

検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
会
員
の
退
会
防
止

に
努
め
な
が
ら
、
全
会
一
丸
と
な
っ
た
組
織

的
な
会
員
増
強
を
図
る
。」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
会
員
数
は
１
月
末
現
在
で
約
11
万

４
千
社
、
前
年
同
月
比
で
約
２
千
３
百
社
減

少
し
て
い
る
。
長
期
的
に
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
が
、
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

江
戸
川
北
、
豊
島
、
芝
、
麻
布

東
村
山
法
人
会
が
受
賞

会
員
増
強
・
退
会
防
止
策
表
彰

組
織
委
員
会
に
引
き
続
き
、
令
和
４
年
度

会
員
増
強
策
・
退
会
防
止
策
に
関
す
る
表
彰

に
お
け
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
入

賞
上
位
会
の
江
戸
川
北
法
人
会
と
豊
島
法
人

会
の
詳
細
な
事
例
が
披
露

さ
れ
た
。

そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は

芝
、
麻
布
、
東
村
山
各
法

人
会
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
川
北
法
人
会
が
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞
の
江
戸
川
北
法
人
会
は
、
Ｅ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ　

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
江
戸
川
北
法
人

会
の
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
）
と
、
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
の
み
に
絞
っ
た
特
典
一
覧
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
等
が
評
価
さ
れ
た
。
前
者
は
、

加
盟
店
は
無
料
で
登
録
で
き
る
と
と
も
に
、

会
報
誌
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｐ
に
お

い
て
無
料
で
広
告
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
会
員
は
各
加
盟
店
に
お
い
て
割
引
等
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。
後
者

は
、
法
人
会
の
具
体
的
な
金
銭
的
メ
リ
ッ
ト

を
一
覧
で
提
示
し
て
い
る
も
の
。
こ
の
両
者

を
併
用
す
る
こ
と
で
同
会
役
員
な
ど
か
ら
勧

奨
が
し
や
す
く
な

り
、
退
会
防
止
に

も
役
立
っ
た
と
の

声
が
多
い
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
資
料
を

郵
送
し
た
だ
け
で
、

25
社
の
入
会
が
あ

っ
た
。

同
会
で
は
そ
の

他
、
信
用
金
庫
や

保
険
会
社
な
ど
で

会
員
増
強
を
熱
心

に
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
努
力
や
、

廃
業
法
人
を
賛
助
会
員
（
個
人
会
員
）
と
し

て
慰
留
す
る
な
ど
退
会
防
止
に
も
数
々
の
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
令
和
４
年

度
で
は
、
年
間
会
員
純
増
数
１
１
６
社
と
断

ト
ツ
の
実
績
を
残
し
て
お
り
、
東
法
連
の
会

員
増
強
表
彰
で
は
、
会
員
紹
介
部
門
を
除
く

す
べ
て
の
部
門
で
上
位
の
実
績
で
入
賞
を
果

た
し
て
い
る
。

豊
島
法
人
会
が
特
別
賞

２
位
に
当
た
る
特
別
賞
は
豊
島
法
人
会
で
、

「
新
規
会
員
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、

新
規
加
入
先
と
紹
介
先
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
た
。
こ
れ
を
支
部
長
ら
が
直
接
届
け
て

お
り
、
訪
問
時
に
事
業
へ
の
参
加
依
頼
を
す

る
な
ど
新
入
会
員
と
の
親
交
を
図
り
、
退
会

防
止
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
信
用
金
庫
支
店
へ
新
入
会
員
入
会

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
依
頼
も
同
時
に
行
っ

て
い
る
。
豊
島
区
し
ん
き
ん
協
議
会
傘
下
の

22
店
舗
に
協
力
依
頼
文
書
を
持
参
し
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力
と
と
も
に
、
支
店
長
に

対
し
副
支
部
長
へ
の
就
任
を
要
請
し
た
。

信
用
金
庫
に
お
い
て
も
地
域
社
会
の
繁
栄

と
い
う
目
的
を
同
じ
く
す
る
た
め
、
法
人
会

活
動
に
は
協
力
的
で
、
会
員
増
強
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
な
お
、
豊
島

法
人
会
に
お
い
て
も
、
会
員
紹
介
制
度
を
除

く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
部
門
で
江
戸
川
北
法
人
会

に
次
ぐ
実
績
を
残
し
て
い
る
。

芝
、
麻
布
、
東
村
山
法
人
会
が
優
秀
賞

優
秀
賞
の
芝
法
人
会
は
、
配
信
型
の
新
設

法
人
説
明
会
で
は
事
前
申
込
、
対
面
型
の
研

修
会
で
は
名
刺
交
換
会
を
併
設
す
る
こ
と
で

会
社
情
報
を
集
め
、
役
員
と
の
接
点
を
確
認

す
る
な
ど
様
々
な
機
会
を
会
員
増
強
に
つ
な

げ
て
い
る
こ
と
等
が
評
価
さ
れ
た
。

麻
布
法
人
会
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
継

続
的
に
法
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
メ
リ
ッ
ト
を

配
信
、
入
会
も
ネ
ッ
ト
だ
け
で
完
結
、
そ

の
他Y

ouT
ube

や

Facebook

を
活
用

し
た
増
強
を
行
っ
て

い
る
こ
と
等
が
評
価

さ
れ
た
。

東
村
山
法
人
会
は

同
会
の
創
立
50
周
年

プ
レ
事
業
と
し
て
１

会
員
、
新
入
会
員
１

社
獲
得
運
動
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
等
が

評
価
さ
れ
た
。

厚
生
共
益
事
業
委
員
会
は
じ
め
他
委
員
会
と
も

会
員
増
強
に
関
す
る
情
報
を
共
有

東
法
連
組
織
委
員
会

あいさつする
齊藤政二委員長

令和５年度事業計画を審議する組織委員会

感謝状を受領する
鈴木但豊島法人会
組織委員長（右）

豊島法人会
新規会員入会

キャンペーンチラシ

江戸川北法人会
EDOKITA CARD

加盟店一覧

感謝状を受領する
黒沼公雄江戸川北法人会

組織委員長（右）
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令
和
４
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会

連
絡
協
議
会
（
加

藤
和
夫
委
員
長
・

青
梅
法
人
会
会

長
）
が
、
３
月
17
日
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

で
開
催
さ
れ
、
２
月
２
日
開
催
の
第
２
回
広

報
委
員
会
の
報
告
、
並
び
に
令
和
４
年
度
単

位
会
の
広
報
活
動
に
関
す
る
表
彰
式
と
受
賞

会
の
事
例
発
表
を
実
施
し
た
。

受
賞
会
は
浅
草
、
新
宿
、
板
橋
、

八
王
子
法
人
会
の
４
会

表
彰
に
は
、
６
会
か
ら
応
募
が
あ
り
２
月

２
日
の
第
２
回
広
報
委
員
会
で
選
考
。
そ
の

結
果
、
浅
草
、
新
宿
、
板
橋
、
八
王
子
の
４

会
が
受
賞
会
に
輝
い
た
。

浅
草
法
人
会
「
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の
活
用
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
型
放
送
局
の
番
組

枠
を
購
入
。「
浅
草
法
人
会
わ
く
わ
く
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
で
情
報

発
信
。
番
組
Ｍ
Ｃ
、
企
画
な
ど
も
広
報
委
員

が
行
う
。
過
去
に
は
税
務
署
長
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
告
知
を
し
た
。

署
員
が
解
説
し
Ｍ
Ｃ
が
経
営
者
の
立
場
で
署

員
と
の
質
疑
応
答
を
す
る
な
ど
、
内
容
も
充

実
し
て
い
る
。
支
部
・
委
員
会
・
部
会
な
ど
、

会
全
体
で
一
丸
と
な
り
番
組
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
会
員
増
強
や
退

会
防
止
に
も
役
立
っ
て
い

る
。
番
組
は
生
放
送
だ
が
、

Y
ouT

ube

と
連
携
し
て

お
り
、
い
つ
で
も
視
聴
で

き
る
。
番
組
の
影
響
で
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス

数
が
３
倍
に
増
え
た
。

新
宿
法
人
会 「
働
く
人
の
た
め
の

地
震
防
災
マ
ッ
プ
」

新
宿
で
働
く
人
と
経
営
者
向
け
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
作
成
し
た
地
震
防
災
マ
ッ
プ
と
関

連
記
事
を
５
号
に
わ
た
っ
て 

広
報
誌
に
掲

載
し
周
知
し
た
。

マ
ッ
プ
作
製
に
当
た
っ
て
は
、
区
役
所
等

の
防
災
資
料
か
ら
地
震
の
際
に
必
要
と
な
る

情
報
を
集
め
、
ど
の
よ
う
に
避
難
行
動
を
取

れ
ば
良
い
の
か
、
何
が
必
要
か
を
調
査
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。

会
社
用
に
特
化
し
て
お
り
、
会
社
と
し
て
有

事
の
備
え
を
考
え
る
良
い
契
機
に
な
る
。

有
事
に
は
携
帯
電
話
が
使
え
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
マ
ッ
プ
に
は
公
衆
電
話
の
所
在

な
ど
を
掲
載
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
上
に
特
定
緊

急
輸
送
道
路
や
緊
急
輸
送
道
路
も
表
示
。
災

害
時
に
は
一
般
車
両
の
通
行
が
制
限
さ
れ
る

た
め
、
重
要
な
情
報
。
表
彰
会
選
考
時
に
は
、

非
常
に
公
益
性
が
高
く
参
考
に
な
る
と
の
意

見
が
多
か
っ
た
。

板
橋
法
人
会 「
チ
ャ
リ
ティ
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
の
絵
本
」

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
通
常
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
入
場
不
可
と
な
っ

て
い
る
幼
児
、
児
童
に
、
よ
り
良
い
音
楽
を

提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
あ
ま

り
な
い
。
着
ぐ
る
み
の
よ
う
な
衣
装
で
演
奏

す
る
こ
と
で
、
絵
本
の
よ
う
に
視
覚
的
情
報

で
興
味
を
引
付
け
、
子
供
た
ち
が
自
然
に
音

楽
の
世
界
に
入
れ
る
様
に
工
夫
し
て
い
る
。

事
業
収
益
の
一
部
を
寄
付
す
る
こ
と
を
目

的
に
板
橋
区
と
共
催
で
実
施
。
子
ど
も
を
対

象
に
し
た
事

業
を
継
続
的

に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、

経
営
者
世
代

で
あ
る
そ
の

保
護
者
た
ち

に
も
法
人
会

を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
。
今
年
で

11
回
目
の
実

施
、
毎
年
同

時
期
に
開
催
す
る
こ
と
で
、「
音
楽
の
絵
本

＝
板
橋
法
人
会
」
と
い
え
る
ほ
ど
に
定
着
し

て
い
る
。

八
王
子
法
人
会 「
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
の
市
役
所
封
筒
へ
の
掲
載
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
入
賞
作
品
が
、
八
王
子
市
財
政
部
が
作
成

す
る
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
発
送
用
の
封

筒
に 

カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
、
広
く
一
般
市

民
に
郵
送
さ
れ
た
。
八
王
子
市
か
ら
の
提
案

に
よ
り
実
現
し
た
た
め
、
費
用
負
担
は
な
い
。

法
人
会
の
名
称
も
、
封
筒
に
明
記
さ
れ
、

市
内
10
万
件
以
上
に
送
付
さ
れ
た
。
法
人
会

と
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く

貢
献
。
事
例
発
表
時
に
は
、「
他
の
会
に
と

て
も
参
考
に
な
る
。
同
じ
こ
と
を
実
施
す
る

に
も
実
例
が
あ
る
の
と
な
い
の
で
は
大
き
く

違
う
。
多
く
の
法
人
会
で
同
様
に
行
え
ば
法

人
会
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
な
る
。」
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度
単
位
会
の
広
報
活
動
表
彰

表
彰
式
と
受
賞
会
の
事
例
発
表
を
実
施

東
法
連
広
報
委
員
会
連
絡
協
議
会

浅草法人会から一言
　浅草法人会　広報委員会では、会員
や外部への広報の新たなチャレンジとし
て、ネットテレビを2022年2月からスター
ト。放映は月1回。そのコンテンツ企画の
ために、2回の企画会議を行っています。
　よかったことは、もちろん内外への発
信の他、会員が混ざり合って一緒に番組
を作ることで、人間関係作りにつながり、
先日は退会希望者の引き留めに成功しま
した。今後も更なる会の活性化につなが
ることを期待しています。

加藤委員長（左）と感謝状受領および
事例発表担当者の皆様

新宿法人会の
防災マップ

八王子法人会
税の絵はがき掲載の

納税通知書発送用封筒

事例発表を行う
浅草法人会

板橋法人会の
チャリティコンサート

音楽の絵本

あいさつする
加藤和夫委員長
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

第
17
回
法
人

会
全
国
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
愛

媛
大
会
が
４
月

13
日
、
松
山
市

の
ア
イ
テ
ム
愛

媛
（
愛
媛
国
際

貿
易
セ
ン
タ

ー
）
で
開
催
さ

れ
、
全
国
の
女

性
部
会
員
な
ど
約
１
９
０
０
名
（
東
法

連
か
ら
は
１
４
３
名
）
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
第
１
部
記
念
講
演
（
第
１

部
「
句
会
ラ
イ
ブ
」）、
第
２
部
大
会
式

典
、
第
３
部
記
念
講
演
（
第
２
部
「
講

評
」）、
第
４
部
懇
親
会
の
構
成
で
行
わ

れ
た
。
大
会
式
典
は
、
渡
部
京
子
愛
媛

県
連
女
連
協
会
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶

で
開
会
。
酒
井
喜
代
子
全
法
連
女
連
協

会
長
（
愛
知
県
連
常
任
理
事
）、
小
林

栄
三
全
法
連
会
長
（
東
法
連
会
長
）
の

あ
い
さ
つ
な
ど
の
後
、
来
賓
を
代
表
し

て
星
屋
和
彦
国
税
庁
次
長
の
祝
辞
、
中

村
時
広
愛
媛
県
知
事
ら
か
ら
歓
迎
の
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
続

い
て
愛
媛
県
連
女
連
協

に
よ
る
活
動
事
例
の
報

告
、
大
会
宣
言
の
朗
読
、

次
回
開
催
県
連
（
広
島
県
連
）
へ
の
大

会
旗
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
愛
顔
咲
く
マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
新
時
代

～
と
も
に
拓
こ
う
媛
の
国
か
ら
～
」

大
会
宣
言
で
は
、「
四
国
最
多
の
26

ケ
寺
を
巡
礼
す
る
お
遍
路
さ
ん
の
鈴
の

音
と
、
柑
橘
の
甘
い
香
り
が
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
愛
媛
県
。
国
生
み
の
神

話
の
女
神
の
名
に
由
来
す
る
同
県
は
、

瀬
戸
内
海
を
臨
む
温
暖
な
気
候
、
長
い

歴
史
が
生
み
出
す
レ
ト
ロ
な
情
緒
と
新

し
さ
の
共
存
す
る
街
並
み
、
し
ま
な
み

海
道
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の
絶
景
が

心
を
潤
す
『
癒
し
』
の
国
で
あ
る
。
大

会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
愛
顔
咲

く
マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
新
時
代
～
と
も
に

拓
こ
う
媛
の
国
か
ら
～
』
で
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
『
女
性
活
躍
』
を
実

現
す
る
た
め
、
女
性
部
会
が
積
み
重
ね

て
き
た
法
人
会
活
動
の
経
験
を
も
と
に
、

一
人
一
人
が
花
を
大
き
く
咲
か
せ
、
新

時
代
の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い

こ
う
」
と
宣
言
が
あ
っ
た
。

俳
人
夏
井
い
つ
き
氏
が
記
念
講
演

式
典
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
た

記
念
講
演
は
、

松
山
市
在
住
の

俳
人
で
自
身
が

立
ち
上
げ
た
俳
句
集
団
「
い
つ
き
組
」

組
長
の
夏
井
い
つ
き
氏
を
講
師
に
迎
え
、

俳
句
の
授
業
「
句
会
ラ
イ
ブ
」
を
行
っ

た
。
第
１
部
で
来
場
者
か
ら
俳
句
を
募

り
、
第
２
部
で
講
評
を
行
う
聴
衆
参
加

型
の
講
演
で
あ
っ
た
。

な
お
、
大
会
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

全
国
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
優
秀
作
品
の
展
示
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、
法
人
会
の
「
税

制
改
正
提
言
に
関
す
る
活
動
」
の
パ
ネ

ル
展
示
、
愛
媛
の
特
産
品
物
産
展
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
法
人
会
全
国
大
会
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
・
広
島
大
会
は
、
令
和
６
年
４

月
18
日
、
広
島
市
の
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
。

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
媛
大
会

全
国
か
ら
女
性
部
会
員
約
１
千
九
百
名
参
加

あいさつする酒井喜代子全法連女連協会長

税に関する絵はがきコンクール優秀作品の展示

税制改正提言に関する活動パネル展示

来場者で賑わう物産展

あいさつする
小林栄三会長

祝辞を述べる
星屋和彦国税庁次長

講演する
夏井いつき氏


